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東京大学木曽観測所では超広視野高速 CMOS カメラ Tomo-e を開発している. 本講演では Tomo-e が生み出
したデータを解析するためのバックエンドシステムの開発状況について報告する.
Tomo-e は 84 チップの常温駆動 CMOS センサを用いることによって, 約 20 deg2 の領域を最大 2Hz で読み出

すことができる. また, 読み出し領域を制限することによって 20Hz のサンプリングレートを達成することも可能
である. Tomo-e から生み出されるデータは最大で 27TByte/night に達するが, 取得した全データをアーカイブ
することは現実的に不可能である. 我々はオンサイトで自動的にデータ解析をおこない, 観測データをアーカイブ
可能なサイズにリダクションする戦略を採用した. 観測で得られたデータを滞りなく処理するためには, 解析シス
テムに 1GByte/sec の処理速度と 30 倍程度のデータ圧縮率が要求される. 広視野高速観測を実現するためには,
観測計画に則したデータ圧縮手法の選択と解析システムを構築することが重要である. ここでは構築予定のバッ
クエンドシステムの概要と測定したパフォーマンスについて述べる.


